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「精神的充足・社会的適応力」評価尺度の縦断的活用の効果
―精神的充足と心理的レジリエンスとの相互影響に関する検討―

○加藤陽子（十文字学園女子大学） 綿井雅康（十文字学園女子大学）

キーワード：精神的充足，心理的レジリエンス，相互影響

問題と目的

「精神的充足・社会的適応力」評価尺度（菅野・

綿井， ）は，結果シートを回答者（児童生徒）

に返却することで生徒自身の自己理解と自己改善

を働きかけるという特徴を持つ。綿井・加藤（ ）

は，回答者が自らの状態を客観的に振り返ること，

また，主体的に課題を見つけ解決に取り組むこと

は，精神的充足や社会適応力を向上させるだけで

なく，情動制御や自他の理解力など心理的なレジ

リエンスを高めることを示唆した。ただし，こう

した知見は横断的な実証によるもので，縦断的な

検討は行われてこなかった。回答者への返却の効

果をより詳細に検討するためには，縦断的な活用

による効果検討が必要であろう。

そこで本研究では，中学校の同一学年集団とし

て，本心理検査および心理的レジリエンスの測定

を 年間にわたり反復して実施・分析することに

より，精神的充足・社会的適応力と心理的レジリ

エンスの間の関係性を検討し，向上・改善の因果

関係を明らかにすることを目的とする。

方 法

対象者 首都圏の公立中学校 年度入学生。

全ての検査と調査に回答した計 名（男子 名，

女子 名）を分析対象とした。

調査時期 ① 年 月，② 年 月。

実施内容 ①「精神的充足・社会的適応力」評価

尺度（菅野ら， ；精神 特性（「安心感」「楽

しい体験」「認められる体験」），社会 特性（「気

持ちを伝える」「自分をコントロール」「状況を正

しく判断」「問題解決」「人とうまくやっていく」

「人を思いやる」），計 項目， 件法）。結果シ

ートは回答の数週間後に 等において担任教員

からワークブックとともに返却された。②心理的

レジリエンスに関する尺度（石毛ら（ ）およ

び平野（ ）が作成したレジリエンス尺度をも

とにした計 項目， 件法）。結果シート返却後

に実施した。

結果と考察

「精神的充足・社会的適応力」評価尺度（ 特

性）の各合計点を求めた。心理的レジリエンス尺

度は，綿井ら（ ）をもとに，拡張意欲的活動

性，内面共有，楽観性，他者理解の 下位尺度ご

とに平均点を求めた。次に，精神的充足の 特性

と心理的レジリエンスの 下位尺度との因果関係

を推定するために，同一変数間に遅延パスを引き，

次に精神的充足と心理的レジリエンスに交差遅延

効果パスを引いたモデルを検討した。さらに社会

的適応力の 特性と心理的レジリエンスとの因果

関係についても同様の分析を行った。

分析の結果，精神的充足と心理的レジリエンス

について，同一変数のパスが有意であったと同時

に， 年次の「認められる体験」が 年次の「他

者理解」を， 年次の「拡張意欲的活動性」が「安

心感」と「楽しい体験」を，「楽観性」が「安心感」

を，「他者理解」が「認められる体験」を高めるこ

とが明らかにされた（ ）。また，社会的適

応力と心理的レジリエンスにおいて，同一変数の

パスが有意であったと同時に， 年次「気持ちを

伝える技術」と「自分をコントロール」は 年次

の心理的レジリエンスに関与していることが示さ

れた。ただし，「気持ちを伝える」は正の因果関係

で， 年次に高いほど 年次の心理的レジリエン

スを向上させる結果になったが，「自分をコントロ

ール」については負の因果関係となった。

なお，加藤・綿井（ ）では精神的充足の社

会的適応力への縦断的な影響が確認されている。

そのため，事前に精神的充足によって高められた

社会的適応力が心理的レジリエンスに影響を及ぼ

し，さらにそれが精神的充足に影響を与えるとい

った段階的な効果が推察される。この点について

は調査時点をさらに追加し，より長期的なスパン

で検証する必要があると考えられる。
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常勤的スクールカウンセラーの成果と展望
―徳島県における取り組みを振り返って―

小倉正義（鳴門教育大学）

キーワード：スクールカウンセラー，常勤

問題と目的

現在，わが国では全国的にスクールカウンセラ

ー（以下， ）が配置されているが，週 日 時

間～ 時間程度の勤務で働く が多い。しかし，

社会的なニーズもあり， の常勤化が実施，ある

いは常勤化が検討されている地域も増えてきてい

る。徳島県では， 年度より，阿波っ子“いき

いき“未来応援プロジェクト”事業の一環として，

の常勤化モデルの検証がスタートした。具体的

には，徳島県内の高等学校 校（ 校は全日制・

定時制のある高等学校， 校は定時制と全日制

校舎がある高等学校），教育支援センターの計 箇

所に， 日 時間，月 日の の派遣を実施し

ている。本研究では， 年度， 年度の事業

の効果検証を行う一環で実施された高校生と教職

員への質問紙調査の結果から，常勤的 の課題

と展望を整理することを目的とする。

方 法

高校生と教職員に分けて，調査時期，研究協力

者，質問紙調査の内容を記す。

高校生

年 月に徳島県内の 校の高校生 年生

名に質問紙調査を実施した。 校のうち 校

は常勤的配置， 校は週 回配置されている学校

であった。実施された質問内容のうち，本研究で

は「学校に がいることを知っているか？」のみ

を分析対象とした。質問に対して「知っている」

「知らない」で回答を求めた。

教職員

年 月に徳島県内の 校の高校， つの

教育支援センターの教職員 名にアンケート調

査を実施した。アンケート内容は，「今までにあな

たの学校の と交流したことがありますか」，「

は学校に必要だと思いますか」，「学校に がい

ることで，先生以外に相談する相手が増えるなど，

生徒が困ったときなどに，生徒をより助けてくれ

ると感じますか」，「いじめ，不登校等生徒指導上

の諸課題に対して， が関わることで，生徒の抱

える課題が『解決』または『解決の方向へ向かっ

ている』件数は増えましたか」，「 に期待するこ

とはなんですか」（「生徒や保護者へのカウンセリ

ング」など複数の選択肢から，あてはまるものを

選ぶ。複数回答可）の 項目にそれぞれ選択式で

回答を求めた。常勤的配置の学校のみ「 が毎日

勤務していることをどのように思いますか」とい

う問いに，自由記述式で回答を求めた。

結果と考察

常勤的配置校，週 回の配置校による回答の違

いをみるために，χ 検定を行ったところ，高校生

の回答では有意な結果が得られた χ
。具体的には，常勤的 の配

置校では の生徒が を知っているのに対

し，週 回の の配置校では， を知っている

生徒は にとどまった。一方で，教職員への

質問紙調査で， と交流があるかを尋ねた項目に

関して，同じく χ 検定を行ったところ，有意な

結果は得られなかった。その他の教職員の質問項

目でも χ2 検定の結果を行った結果， の必要性

や期待することについていくつかの項目で有意で

あった。その中で注目すべきは「生徒や保護者へ

のカウンセリング」が に期待することとして

選ばれた割合が低かった点である χ
。このことから，常勤的 であること

で生徒への認知度はあがっており，教職員から期

待される役割が週 回の とは異なる可能性が

うかがえる。

次に，自由記述形式の質問では， が常勤的で

あることで，予防的な対応，即時的な対応（聞き

たい時に聞ける，何かあった時に対応してもらえ

るなど）が可能になることに言及する回答が多く

みられた。また，常勤的配置校の高等学校の教職

員では，毎日来てほしい旨の回答もみられた。そ

の点に関して，常駐的な派遣を行っている教育支

援センターの調査結果からは，他の と比較し

て教職員との交流が多くもたれ，存在意義を感じ

られやすくなっていることが示された。

本研究で扱った の認知度や への期待には，

本調査では測定できていない様々な要因が関連す

るので解釈に注意は必要である。しかし本研究で，

常勤的 は週 回の とは量（勤務時間）だけ

でなく，質の異なる意味をもっている可能性が示

唆された。継続的な効果検証を行う中で，常勤的

と週 の の違いを勤務時間などの量で示さ

れる側面だけではなく，質的な違いを明らかにす

ることが望まれる。そのことで，学校のニーズに

合わせて， 派遣の形態を選択することができる

ようになるだろう
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